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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 8,078 9.4 244 ― 362 ― 225 106.0
22年3月期第3四半期 7,383 △32.8 △101 ― 21 △95.2 109 △54.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 15.07 ―
22年3月期第3四半期 7.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 15,076 11,325 73.3 739.73
22年3月期 14,409 11,204 75.8 731.30

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  11,048百万円 22年3月期  10,925百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 3.00 3.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想）
3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,802 5.2 234 ― 391 813.2 230 49.6 15.40



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年10月28日に公表いたしました連結業績予想は、平成23年１月27日に修正し、公表しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、【添付資料】３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 15,058,152株 22年3月期  15,058,152株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  122,023株 22年3月期  118,357株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 14,937,736株 22年3月期3Q  14,945,147株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国を中心にアジア新興国の景気回復による輸出の増加や政

府による経済対策効果を背景に一部景気の回復傾向は見られたものの、急激な円高の進行やエコカー補助金制度の

終了による反動など、景気停滞、悪化に対する懸念が強まり、先行き不透明感から企業の設備投資や雇用情勢、個

人消費に依然として改善は見られず、予断を許さない状況で推移いたしました。 

このような状況下におきまして、当社グループの業況を申し上げますと、主要な取引先である自動車業界向け

の鍛工品及び金型の両事業は、一部に需要回復の動きが見られ、いずれの事業も増収となりました。一般機械事業

は、印刷機械及び工作機械は増収となりましたが、たばこ製造用機械並びに同装置及び専用機の受注減少の影響に

より減収となりました。当第３四半期累計期間における連結売上高は8,078百万円（前年同期比9.4％増）となりま

した。 

 収益面では、増収による好影響と経費削減への継続的な取り組み並びに製造コストの削減等により、営業利益は

244百万円（前年同期は営業損失101百万円）となり、前年同期の損失から改善、経常利益は362百万円（前年同期

は経常利益21百万円）と大幅増益となりました。四半期純利益は、当社及び一部の国内子会社は厳しい受注状況に

対応のため、一部で一時帰休を実施し、雇用調整助成金を前年度から継続して支給を受けており特別利益に計上し

ておりますが、増収による仕事量の増加に伴い一時帰休の実施状況は減少、受給額は減少傾向で推移しておりま

す。また、第１四半期において資産除去債務費用及び環境対策引当金繰入額を特別損失に計上いたしましたが営業

利益の増益を反映し、225百万円（前年同期比106.0％増）の計上となりました。 

 当第３四半期連結累計期間におけるセグメントの業績は次のとおりであります。 

①鍛工品（自動車部品等） 

 鍛工品は、需要の本格回復には至りませんが、政府の経済対策効果や秋以降はエコカー補助金の打ち切りもあり

ましたが、海外向け部品の増加及び当期に入り低迷しておりました二輪車用部品にもわずかではありますが需要に

動きが見えはじめ、世界同時不況による影響を受けておりました前年同期に比べ増収となりました。また、海外子

会社も順調に推移いたしましたので売上高は5,613百万円（前年同期比24.8％増）、営業利益481百万円（前年同期

比909.0％増）となりました。 

②一般機械 

 印刷機械は一部業界からのラベル印刷需要に下げ止まりや回復の兆しが見られ、また、多種、少量、短納期の印

刷受注の傾向から、高品質、低価格の当社製品への顧客の設備更新の動きを受け増収となりました。自動車業界向

けの工作機械につきましても、前年同期の需要低迷の反動もあり増収となりました。たばこ製造用機械並びに同装

置は、前年度まで堅調な受注を継続しておりましたが、需要の一巡により減収となり、専用機につきましても、景

気の先行き不透明感から客先の設備投資に依然として回復は見られず減収となりました。売上高は、たばこ製造用

機械並びに同装置601百万円、印刷機械644百万円、専用機358百万円、工作機械124百万円、一般機械その他41百万

円となりました。一般機械全体では売上高1,771百万円（前年同期比22.7％減）、営業損失６百万円（前年同期は営

業利益96百万円）となりました。 

③金型 

 自動車業界向けのダイカスト金型は、厳しい受注状況が続いておりますが、売上高確保に取り組み、前年同期に

比べ増収となりました。ロータリーダイにつきましては、需要はサニタリー業界向けについては増収となりました

が、医薬品業界、食品業界、カイロ業界の各業界向けが減収となりましたので、ロータリーダイ全体では前年同期

に比べ減収となりました。売上高はダイカスト金型342百万円、ロータリーダイ331百万円、金型全体では売上高674

百万円（前年同期比18.1％増）、営業損失212百万円（前年同期は営業損失239百万円）となりました。 

④その他 

 石油類販売等は需要減少により売上高133百万円（前年同期比1.6％減）、営業利益11百万円（前年同期比4.9％

減）となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は15,076百万円となり、前連結会計年度末に比べ667百万円増加いたしま

した。これは主に現金及び預金の増加、仕掛品等のたな卸資産の増加によるものであります。 

 負債合計は3,750百万円となり、前連結会計年度末に比べ545百万円増加いたしました。これは主に支払手形及び

買掛金の増加、受注損失引当金の増加、資産除去債務会計基準適用による資産除去債務の増加によるものでありま

す。 

 純資産合計につきましては11,325百万円となり、前連結会計年度末に比べ121百万円増加いたしました。これは

主に四半期純利益の計上によるものであります。この結果、自己資本比率は73.3％となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、4,397百万円となり前

連結会計年度末に比べ715百万円増加いたしました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は1,018百万円となりました。これは主にたな卸資産の増加額が306百万円あったも

のの、税金等調整前四半期純利益の計上が399百万円、減価償却費が374百万円、仕入債務の増加額が255百万円あ

ったことによるものであります。営業活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期連結累計期間に比べ30百万円

減少いたしました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により支出した資金は239百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出244百万円に

よるものであります。投資活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期連結累計期間に比べ63百万円支出が減少

いたしました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により支出した資金は52百万円となりました。これは主に配当金の支払額44百万円によるものでありま

す。財務活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期連結累計期間に比べ24百万円支出が増加いたしました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の見通しにつきましては、エコカー補助金制度の終了の反動や円高傾向の長期化影響など、景気の先行きは

不透明であり、各事業とも厳しい状況が続くものと予想しております。 

このような見通しのもと、当社グループといたしましては、仕事量の確保と損益分岐点の引き下げによる業績

の改善を図り、利益の確保に向け注力してまいります。 

 通期の業績予想につきましては、当第３四半期累計期間における業績の動向を踏まえ、平成22年10月28日に公表

いたしました業績予想を修正しております。 

 詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照願います。 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率は前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、実地棚卸を省略し第２四半期連結会計期間末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該予算に基づく年間

償却予定額を期間按分して算定しております。 

④繰延税金資産の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。 

⑤税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益は659千円減少し、経常利益は1,008千円減少し、税金等調整

前四半期純利益は49,716千円減少しております。 

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,586,078 3,889,570

受取手形及び売掛金 2,547,033 2,692,065

有価証券 239,513 239,363

商品及び製品 179,573 184,514

仕掛品 1,086,159 882,782

原材料及び貯蔵品 430,418 328,340

繰延税金資産 82,857 80,019

その他 202,063 217,645

貸倒引当金 △66,065 △66,888

流動資産合計 9,287,631 8,447,414

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 738,851 770,878

機械装置及び運搬具（純額） 1,086,142 1,234,913

工具、器具及び備品（純額） 130,725 114,882

土地 1,277,389 1,277,389

建設仮勘定 59,085 38,103

有形固定資産合計 3,292,194 3,436,168

無形固定資産 46,361 52,681

投資その他の資産   

投資有価証券 1,292,726 1,327,903

賃貸用不動産（純額） 993,952 997,357

繰延税金資産 154,604 138,892

その他 11,333 11,293

貸倒引当金 △2,666 △2,645

投資その他の資産合計 2,449,949 2,472,801

固定資産合計 5,788,506 5,961,652

資産合計 15,076,137 14,409,066



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,963,508 1,744,375

未払法人税等 127,606 48,188

賞与引当金 73,548 128,488

受注損失引当金 67,700 28,000

その他 316,184 207,277

流動負債合計 2,548,547 2,156,331

固定負債   

退職給付引当金 905,061 835,030

役員退職慰労引当金 108,336 98,786

環境対策引当金 9,000 －

受入保証金 121,937 114,343

資産除去債務 57,052 －

その他 380 283

固定負債合計 1,201,768 1,048,443

負債合計 3,750,315 3,204,774

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,525,309 1,525,309

資本剰余金 1,149,173 1,149,173

利益剰余金 7,875,969 7,695,747

自己株式 △38,637 △38,025

株主資本合計 10,511,814 10,332,204

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 561,243 584,302

為替換算調整勘定 △24,402 8,940

評価・換算差額等合計 536,840 593,242

少数株主持分 277,166 278,844

純資産合計 11,325,822 11,204,291

負債純資産合計 15,076,137 14,409,066



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 7,383,780 8,078,586

売上原価 6,664,268 6,995,246

売上総利益 719,511 1,083,339

販売費及び一般管理費 821,267 839,121

営業利益又は営業損失（△） △101,755 244,218

営業外収益   

受取利息 5,989 4,401

受取配当金 13,140 16,745

不動産賃貸料 163,013 154,269

その他 26,419 23,091

営業外収益合計 208,562 198,508

営業外費用   

支払利息 139 －

不動産賃貸費用 80,482 74,789

その他 4,212 5,673

営業外費用合計 84,834 80,462

経常利益 21,973 362,264

特別利益   

貸倒引当金戻入額 827 915

補助金収入 171,964 95,687

その他 2,630 1,215

特別利益合計 175,421 97,818

特別損失   

固定資産除却損 2,933 3,346

固定資産売却損 8 －

環境対策引当金繰入額 － 9,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 48,708

特別損失合計 2,942 61,054

税金等調整前四半期純利益 194,452 399,028

法人税等 66,864 156,220

少数株主損益調整前四半期純利益 － 242,808

少数株主利益 18,321 17,766

四半期純利益 109,266 225,041



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 194,452 399,028

減価償却費 439,825 374,889

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,232 9,550

退職給付引当金の増減額（△は減少） 82,084 70,031

賞与引当金の増減額（△は減少） △160,480 △54,940

受注損失引当金の増減額（△は減少） 61,400 39,700

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,685 △801

受取利息及び受取配当金 △19,129 △21,147

支払利息 139 －

固定資産売却損益（△は益） 8 －

固定資産除却損 2,933 3,346

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 48,708

売上債権の増減額（△は増加） 67,430 148,173

たな卸資産の増減額（△は増加） △119,963 △306,943

仕入債務の増減額（△は減少） 177,045 255,787

その他の資産の増減額（△は増加） 3,965 32,288

その他の負債の増減額（△は減少） 42,091 70,594

小計 771,351 1,068,265

利息及び配当金の受取額 19,068 21,120

利息の支払額 △95 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 258,074 △71,358

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,048,398 1,018,027

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △391,784 △376,505

定期預金の払戻による収入 277,697 386,784

有価証券の取得による支出 △12,972 △12,990

有価証券の償還による収入 13,000 13,000

有形固定資産の取得による支出 △169,391 △244,982

有形固定資産の売却による収入 28 －

賃貸用不動産の取得による支出 △850 △7,878

投資有価証券の取得による支出 △3,330 △3,509

貸付金の回収による収入 1,080 －

その他 △16,110 6,726

投資活動によるキャッシュ・フロー △302,633 △239,355

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △25,600 －

自己株式の取得による支出 △615 △612

配当金の支払額 △176 △44,701

少数株主への配当金の支払額 △2,189 △7,619

財務活動によるキャッシュ・フロー △28,581 △52,933

現金及び現金同等物に係る換算差額 289 △10,411

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 717,472 715,325

現金及び現金同等物の期首残高 2,609,379 3,682,069

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,326,851 4,397,394



 該当事項はありません。 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

〔所在地別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 平成21年12月31日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。 

〔海外売上高〕 

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、製品や製造方法などに応じて組織された事業本部を本社及び高崎工場に置き、各事業本部は、取り扱

う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがいまして、当社は、事業本部を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、「鍛工品」、「一

般機械」、「金型」、「その他」の４つを報告セグメントとしております。 

 「鍛工品」は、車輌部品の製造販売を行っております。「一般機械」は、たばこ製造用機械並びに同装置、産

業機械、工作機械の製造販売を行っております。「金型」はダイカスト金型、ロータリーダイの製造販売を行っ

ております。「その他」は石油類販売、プレス点検、抜き型の製造販売等を行っております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
鍛 工 品 

（千円） 

一般機械 

（千円） 

金  型 

（千円） 

そ の 他

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連  結 

（千円） 

 売上高   

(１)外部顧客に対する売上高  4,497,400 2,265,293 571,382 49,704  7,383,780 － 7,383,780

(２)セグメント間の内部売上 

  高又は振替高 
－ 24,770 18 86,345  111,134  (111,134) －

計  4,497,400 2,290,063 571,400 136,049  7,494,914  (111,134) 7,383,780

営業利益(又は営業損失△)  47,715 96,230 △239,306 11,651  △83,709  (18,046) △101,755



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（単位：千円） 

（注）１．セグメント利益の調整額△29,295千円には、セグメント間取引消去△6,222千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△23,072千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

該当事項はありません。 

  

報告セグメント 

計 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注２） 
鍛工品 一般機械 金型 その他 

売上高 

外部顧客に対する売上高  5,613,406 1,740,524 674,585 50,071 8,078,586 － 8,078,586

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 160 30,815 14 83,794 114,783  △114,783 －

計  5,613,566 1,771,339 674,599 133,865 8,193,370  △114,783 8,078,586

セグメント利益又は損失

(△) 
 481,448 △6,832 △212,185 11,083 273,513  △29,295 244,218

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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